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センターや育児サークルの参加者で、乳児をもつ親を対象とした。調査方法：平成 30 年 1




A 県内 11 市町村、5 カ所の子育て支援センターの協力を得て、質問紙 907 部を配布した。
180 家族から返送があり（回収率 19.8%）、282 部の回答が得られ 246 部を有効回答とした
（有効回答率 87.2%）。因子分析（重みなし最小二乗法、プロマックス回転）により乳児期
の子どもを育てる親の Mastery は第１因子【生活と育児の調和】、第 2 因子【自分らしさの
変容】、第 3 因子【育児スキルの向上】、第 4 因子【親役割の受け入れ】、第 5 因子【親とし
ての自制】、第 6 因子【豊かな方略】、第 7 因子【現実的な調整】、第 8 因子【ゆとりの確保】、











られた。乳児期の子どもを育てる親の Mastery を説明する知識・情報－Mastery モデルと、
家族の統合－Mastery モデルの成立は本研究で得られた新たな知見である。親の生活と育
児をつなげる知識・情報を提供すること、夫婦の情緒的絆を強め、家族の統合的対処を促す
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